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　 　　 　 安全に お使いいた だ く た めに 必ずお読みく だ さ い安全に お使いいた だ く た めに 必ずお読みく だ さ い

●● 本書の一部または、本書の一部または、全部を無断で複製、全部を無断で複製、複写、複写、転載、転載、改変する こ と は法律で禁じ ら れていま す。改変する こ と は法律で禁じ ら れていま す。

●● 本書の内容および製品の仕様、本書の内容および製品の仕様、意匠等については、意匠等については、改良のために予告なく 変更するこ と があり ます。改良のために予告なく 変更するこ と があり ます。

●● 本書の内容については、本書の内容については、万全を記し て作成いたし まし たが、万全を記し て作成いたし まし たが、万一ご不審な点や誤り 、万一ご不審な点や誤り 、  記載漏れなどお気記載漏れなどお気

付きの点がございまし たら 、付きの点がございまし たら 、ご連絡下さ いま すよ う お願い致し ます。ご連絡下さ いま すよ う お願い致し ます。

●● 本書に記載さ れている各種名称、本書に記載さ れている各種名称、会社名、会社名、商品名などは一般に各社の商標または登録商標です。商品名などは一般に各社の商標または登録商標です。

！

火災の原因に な り ま す火災の原因に な り ま す

◆◆ 正し い電源電圧でお使いく だ さ い。正し い電源電圧でお使いく だ さ い。

◆◆ 湿気や埃、湿気や埃、 油煙、油煙、 湯気が多い所には置かないでく だ さ い。湯気が多い所には置かないでく だ さ い。

◆◆ 暖房器具の近く や直射日光があたる場所など 、暖房器具の近く や直射日光があたる場所など 、高温の場所で使用し たり 放置し ない高温の場所で使用し たり 放置し ない

でく だ さ い。でく だ さ い。

◆◆ たこ 足コ ン セン ト や配線器具の定格を超える使い方はし ないでく だ さ い。たこ 足コ ン セン ト や配線器具の定格を超える使い方はし ないでく だ さ い。

◆◆ 電源ケーブ ルに加工や熱を加えたり 、電源ケーブ ルに加工や熱を加えたり 、重いものを載せるなど で傷を つけないでく だ重いものを載せるなど で傷を つけないでく だ

さ い。さ い。

◆◆ 内部に異物を入れないでく だ さ い。内部に異物を入れないでく だ さ い。 ( (水厳禁水厳禁))

◆◆ 本体及び付属品を改造し ないでく だ さ い。本体及び付属品を改造し ないでく だ さ い。

◆◆ 排気口のある機種は、排気口のある機種は、 排気口を塞いで使用し ないでく だ さ い。排気口を塞いで使用し ないでく だ さ い。

感電や怪我の原因に な り ま す感電や怪我の原因に な り ま す

◆◆ 正し い電源電圧でお使いく だ さ い。正し い電源電圧でお使いく だ さ い。

◆◆ 電源ケーブ ルに加工や熱を加えたり 、電源ケーブ ルに加工や熱を加えたり 、重いものを載せるなど で傷を つけないでく だ重いものを載せるなど で傷を つけないでく だ

さ い。さ い。

◆◆ 内部に異物を入れないく だ さ い。内部に異物を入れないく だ さ い。

◆◆ 本体及び付属品を改造し ないでく だ さ い。本体及び付属品を改造し ないでく だ さ い。

◆◆ 濡れた手でコ ン セン ト にさ わら ないでく だ さ い。濡れた手でコ ン セン ト にさ わら ないでく だ さ い。

◆◆ 雷発生時は、雷発生時は、 本製品に触れたり 周辺機器の接続を し た り し ないでく だ さ い。本製品に触れたり 周辺機器の接続を し た り し ないでく だ さ い。

◆◆ 設置、設置、 移動の時は電源プ ラ グ を抜き 、移動の時は電源プ ラ グ を抜き 、 周辺機器の接続を切り 離し て く だ さ い。周辺機器の接続を切り 離し て く だ さ い。

万一、万一、発熱を感じ たり 、発熱を感じ た り 、煙が出ていたり 、煙が出ていたり 、変なにおいがするなど の異常を確認し た場合は、変なにおいがするなど の異常を確認し た場合は、

ただち に電源を外し 使用を中止し てお買いあげの販売店にご連絡下さ い。ただち に電源を外し 使用を中止し てお買いあげの販売店にご連絡下さ い。

故障やエ ラ ー の 原因に な り ま す故障やエ ラ ー の原因に な り ま す

◆◆ 本体及び付属品を改造し ないでく だ さ い。本体及び付属品を改造し ないでく だ さ い。

◆◆ 排気口のある機種は、排気口のある機種は、 排気口を塞いで使用し ないでく だ さ い。排気口を塞いで使用し ないでく だ さ い。
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序　 章　 はじ めに序　 章　 はじ めに

序　 章序　 章　 はじ め に　 はじ め に

序－１ 　 梱包内容の確認序－１ 　 梱包内容の確認

RSBUFiRSBUFiには以下の品目が含まれます。には以下の品目が含まれます。 　 品目数量を ご確認下さ い。　 品目数量を ご確認下さ い。

不足がある場合は、不足がある場合は、 弊社営業部までご連絡下さ い。弊社営業部までご連絡下さ い。

◆◆ RSBUFiRSBUFi本体本体 11 台台

◆◆ ACAC 電源ケ－ブ ル電源ケ－ブ ル 2m2m １ 本１ 本

ア－スが取れるア－スが取れる 2P2P--3P3Pのの ACAC電源ケ－ブルです。電源ケ－ブルです。

本体側が本体側が 3P3P、、 AC100VAC100V側が側が 2P2P と ア－ス用コ －ド と なっ ていま す。と ア－ス用コ －ド と なっ ていま す。

◆◆ RS232CRS232C ク ロ ス ケ ー ブ ルク ロ ス ケ ー ブ ル 1.8m1 . 8m １ 本１ 本

Dsub25Dsub25 ピ ン オ ス とピ ン オ ス と Dsub9Dsub9 ピ ン メ ス のピ ン メ ス の RS232CRS232C ク ロ ス ケーブ ルです。ク ロ ス ケーブ ルです。

◆◆ タ ー ミ ナ ルソ フ トタ ー ミ ナ ルソ フ ト TERM WINTERM WIN CD-R CD-R 11 枚枚

こ のソ フ ト で条件設定、こ のソ フ ト で条件設定、 簡単な動作確認が可能です。簡単な動作確認が可能です。

使用方法は本誌巻末を ご参照く ださ い。使用方法は本誌巻末を ご参照く ださ い。

◆◆ RSBUFiRSBUFi ユーザーズマ ニ ュ ア ルユーザーズマ ニ ュ ア ル  ( (本誌本誌)) 11 冊冊

序－２ 　 概要序－２ 　 概要

こ のマ ニ ュ ア ルは、こ のマ ニ ュ ア ルは、 データ リ ン ク 社製のデータ リ ン ク 社製の RS232CRS232Cバッ フ ァ イ ン タ ーフ ェ イ ス モ デルバッ フ ァ イ ン タ ーフ ェ イ ス モ デル

RSBUFiRSBUFiについて説明し たものです。について説明し たものです。

RSBUFiRSBUFiの使用方法、の使用方法、他の機器と の接続方法、他の機器と の接続方法、通信規格の設定について説明し てあ通信規格の設定について説明し てあ

り ま す。り ま す。
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序　 章　 はじ めに序　 章　 はじ めに

序－４ 　 従来機種か ら 変更さ れた 点序－４ 　 従来機種か ら 変更さ れた 点

序－３ 　 本機の特徴序－３ 　 本機の特徴

◆◆ 22 チ ャ ン ネルの調歩同期式チャ ン ネルの調歩同期式RS232CRS232C ポート を持っ ていま す。ポート を持っ ていま す。

◆◆ バッ フ ァ の容量は最大バッ フ ァ の容量は最大4M4M バイ ト 、バイ ト 、 2M2M バイ ト 、バイ ト 、 1M1M バイ ト のバイ ト の 33 タ イ プ があり 、タ イ プ があり 、 入入

力データ 容量によ り力データ 容量によ り 22 つのチ ャ ン ネルへダ イ ナミ ッ ク に割付ら れます。つのチャ ン ネルへダ イ ナミ ッ ク に割付ら れます。

◆◆ フ ロ ー制御と し て次の方法がディ ッ プ ス イ ッ チで選択でき ま す。フ ロ ー制御と し て次の方法がディ ッ プ ス イ ッ チで選択でき ま す。

1)1)　　 XONXON//XOFFXOFF

2)2)　　 RTSRTS//CTSCTS

3)3)　　 DTRDTR//DSRDSR

◆◆ 通信条件は、通信条件は、 各チャ ン ネル毎に設定でき ま す。各チャ ン ネル毎に設定でき ま す。

ボーレ イ トボーレ イ ト 5050 ～～38400BPS38400BPS

ス ト ッ プ ビ ッ トス ト ッ プ ビ ッ ト 11//1,51,5//22

データ 長データ 長 55//66//77//88

パリ テ ィパリ テ ィ 偶偶//奇奇//無し無し

◆◆ JIS8JIS8//EBCDICEBCDICコ ード 変換機能の設定が可能です。コ ード 変換機能の設定が可能です。

◆◆ 55 ビ ッ ト 国際テレ ッ ク ス コ ード とビ ッ ト 国際テレ ッ ク ス コ ード と 88 ビ ッ ト 系の変換機能の設定が可能です。ビ ッ ト 系の変換機能の設定が可能です。

◆◆ 66 ビ ッ ト 国内テレ ッ ク ス コ ード とビ ッ ト 国内テレ ッ ク ス コ ード と 88 ビ ッ ト 系の変換機能の設定が可能です。ビ ッ ト 系の変換機能の設定が可能です。

◆◆ ラ イ ン単位読み出し が設定可能です。ラ イ ン単位読み出し が設定可能です。

VER1.0xVER1.0x の機能から 以下の点が変更さ れており ま す。の機能から 以下の点が変更さ れており ま す。 基本的動作仕様は同一です。基本的動作仕様は同一です。

1)1)　 フ ロ ー制御の　 フ ロ ー制御の XONXON//XOFFXOFF出力、出力、 RTSRTS、、 DTRDTR制御のタ イ ミ ン グ制御のタ イ ミ ン グ

2)2)　　 LEDLED 点灯のタ イ ミ ン グ点灯のタ イ ミ ン グ

3)3)　 データ 送受信、　 データ 送受信、 コ ード コ ン バート 時の処理速度の向上コ ード コ ン バート 時の処理速度の向上
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第１ 章　 物理的仕様第１ 章　 物理的仕様

第１ 章第１ 章　　   物理的仕様物理的仕様

１ －１ 　 ハー ド 構成、１ －１ 　 ハー ド 構成、 仕様仕様

１ －２ 　 使用環境、１ －２ 　 使用環境、 消費電流消費電流

◆◆ 動作条件動作条件 温度温度 ±±00～～5050℃℃

湿度湿度 3030 ～～8080％％ ( (但し 結露なき こ と但し 結露なき こ と ))

◆◆ 保存条件保存条件 温度温度 －－3030 ～～8080℃℃

◆◆ 入力電圧範囲入力電圧範囲 ACAC 85V85V～～132V (50132V (50//60Hz)60Hz)

◆◆ 消費電流消費電流 ＋＋5V5V 0.17A0.17A

＋＋ 12V12V 0.02A0.02A

－－ 12V12V 0.02A0.02A

((電源投入時実測値電源投入時実測値))

CPU TMPZ84C810 (東芝)

RS232Cド ラ イ バ 75188 (テ キサスイ ン ス ツ ルメ ン ツ ) 相当 

RS232Cレ シーバ 75189 (テ キサスイ ン ス ツ ルメ ン ツ ) 相当

バッ フ ァ メ モ リ HM514400 (日立) 相当 (4M,2M,1M)

RS232Cコ ネク タ Dsub25メ ス
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第１ 章　 物理的仕様第１ 章　 物理的仕様

１ －３ 　 形状、１ －３ 　 形状、 重量重量

◆◆ 寸法寸法 幅幅324mm324mm　 高さ　 高さ 42mm42mm　 奥行　 奥行177mm177mm

((ゴ ム足、ゴム足、 コ ネク タ 部等突起物含むコ ネク タ 部等突起物含む ))

◆◆ 重量重量 1.2kg1.2kg

◆◆ 外観図外観図

前面

側面底面

後面

縮尺Free

(単位:mm)

42

RSBUFi
POWER

CHANNEL 1 CHANNEL 2 AC

ONOFF

SERIAL 2PORT BUFFER
CHANNEL 1
TX RX BF FL

CHANNEL 2
TX RX BF FL

324

1
7
7

RSBUFi DI P SWI TCH

SW1

SW2

SW3

SW4

SW5

SW6
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第２ 章　 イ ンタ ーフ ェ イ ス仕様第２ 章　 イ ンタ ーフ ェ イ ス仕様

第２ 章第２ 章　 イ ン タ ー フ ェ イ ス 仕様　 イ ン タ ー フ ェ イ ス 仕様

２ －１ 　２ －１ 　 RS232CR S23 2C コ ネ ク タ ピ ン ア サ イ ンコ ネ ク タ ピ ン ア サ イ ン

ピ ン番号 信号名 方向 説明

1 FG － 　 フ レ ームグ ラ ン ド  (※1)

2 TXD → 　 送信データ

3 RXD ← 　 受信データ

4 RTS → 　 送信要求

5 CTS ← 　 送信可能

6 DSR ← 　 データ セッ ト レ ディ

7 SG － 　 シグナルグ ラ ン ド

9 POWER → 　 外部電源供給 (※2)

14 POWER → 　 外部電源供給 (※3)

20 DTR → 　 データ タ ーミ ナルレ ディ

RSBUFiRSBUFiのの RS232CRS232Cポート は、ポート は、DTEDTE配列に準拠し ていま す。配列に準拠し ていま す。パソ コ ン などパソ コ ン など DTEDTE配列配列

の機器と 接続する場合はク ロ ス ケーブ ルと なり ま す。の機器と 接続する場合はク ロ ス ケーブ ルと なり ま す。ま た 、ま た 、モ デムなどモ デムなど DCEDCE配列の配列の

機器と 接続する場合はス ト レ ート ケーブ ルと なり ま す。機器と 接続する場合はス ト レ ート ケーブ ルと なり ま す。

※※ 11 ：： FGFG はは RSBUFiRSBUFiの匡体に接続さ れていま す。の匡体に接続さ れていま す。

※※22，， ※※33 ：： 外部接続機器用＋外部接続機器用＋5V5V出力　 供給可能電流容量出力　 供給可能電流容量0.8A0.8A

　　 (2(2 チ ャ ン ネルト ータ ルチャ ン ネルト ータ ル ))

※※ 記載さ れていないピ ン は、記載さ れていないピ ン は、 全て全て NC (NC (未接続未接続))

※※ 方向方向 →→：： RSBUFiRSBUFiから の出力信号から の出力信号

←← RSBUFiRSBUFiへの入力信号への入力信号
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第２ 章　 イ ンタ ーフ ェ イ ス仕様第２ 章　 イ ンタ ーフ ェ イ ス仕様

２ －２ 　 外部機器が２ －２ 　 外部機器が D TED TE 配列時の接続配列時の接続

２ －３ 　 外部機器が２ －３ 　 外部機器が DC ED C E 配列時の接続配列時の接続

FG

TXD

RXD

RTS

CTS

SG

DSR

DTR

1

2

3

4

5

6

7

20

FG

TXD

RXD

RTS

CTS

SG

DSR

DTR

1

2

3

4

5

6

7

20

RSBUFi 外部機器

RSBUFiRSBUFi とと Dsub9Dsub9 ピ ン で以下のよ う な配列の外部機器ピ ン で以下のよ う な配列の外部機器 ( (パソ コ ン などパソ コ ン など ) ) を 接続するを接続する

場合は、場合は、 標準添付のク ロ ス ケーブ ルを使用し ま す。標準添付のク ロ ス ケーブ ルを使用し ま す。

RSBUFiRSBUFi とと DCEDCE配列の外部機器配列の外部機器 ( (モ デムなどモ デムなど ) ) を 接続する場合は、を接続する場合は、 ス ト レ ート ケース ト レ ート ケー

ブ ルを使用し ま す。ブ ルを使用し ま す。

※※ 接続機器によ っ ては、接続機器によ っ ては、 88番番CDCD信号が必要なものもあり ま す。信号が必要なものもあり ま す。 そ の際は、そ の際は、 CTSCTS信信

号と ショ ート し て接続し ま す。号と ショ ート し て接続し ま す。標準添付のク ロ ス ケーブ ルも上記結線になっ てい標準添付のク ロ ス ケーブ ルも上記結線になっ てい

ま す。ま す。

※※ 11番番FGFG と 両コ ネク タ のシェ ルも接続さ れていま す。と 両コ ネク タ のシェ ルも接続さ れていま す。

※※ 接続機器によ っ ては、接続機器によ っ ては、信号名の表現が逆のものがあり ま す。信号名の表現が逆のものがあり ま す。接続機器のイ ン タ ー接続機器のイ ン タ ー

フ ェ イ ス ピ ン ア サイ ン を ご確認く ださ い。フ ェ イ ス ピ ン ア サイ ン を ご確認く ださ い。

FG

TXD

RXD

RTS

CTS

SG

DSR

CD

DTR

1

2

3

4

5

6

7

8

20

CD

RXD

TXD

DTR

GND

RTS

DSR

CTS

RI

1

2

3

4

5

6

7

8

9

RSBUFi 外部機器

RI22
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第３ 章　 ディ ッ プスイ ッ チの設定第３ 章　 ディ ッ プスイ ッ チの設定

第３ 章　第３ 章　 デ ィ ッ プ ス イ ッ チ の設定デ ィ ッ プ ス イ ッ チ の設定

３ －１ 　 通信速度３ －１ 　 通信速度

ディ ッ プ ス イ ッ チはディ ッ プ ス イ ッ チは RSBUFiRSBUFiの底面に位置し ます。の底面に位置し ま す。

ディ ッ プ ス イ ッ チは電源投入時にのみ取り 込まれ、ディ ッ プ ス イ ッ チは電源投入時にのみ取り 込まれ、 各各LSILSI を 初期化し ま す。を初期化し ます。

設定の変更を行っ た場合は電源を再投入し て く だ さ い。設定の変更を行っ た場合は電源を再投入し て く だ さ い。

通信規格、通信規格、 各機能の選択は、各機能の選択は、 22 つのチ ャ ン ネル各々個別に設定でき ま す。つのチャ ン ネル各々個別に設定でき ま す。

説明中でス イ ッ チの位置を表す説明中でス イ ッ チの位置を表す 00//11 の意味は以下の通り です。の意味は以下の通り です。

00：： 下下：： OFFOFF

11：： 上上：： ONON

各チャ ン ネルの通信速度を設定し ます。各チャ ン ネルの通信速度を設定し ます。

各チャ ン ネルに接続さ れている各チャ ン ネルに接続さ れている RS232CRS232C機器に合わせます。機器に合わせます。

SW1:SW1:チ ャ ン ネルチャ ン ネル 11　　 SW4:SW4:チ ャ ン ネルチャ ン ネル 22

12345

00000 50
00001 75
00010 100
00011 110
00100 150
00101 200
00110 300
00111 600
01000 1200
01001 1800
01010 2000
01011 2400
01100 3200
01101 3600
01110 4800
01111 7200
10000 8000
10001 9600
10010 12000
10011 19200
10100 38400

通信速度
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第３ 章　 ディ ッ プスイ ッ チの設定第３ 章　 ディ ッ プスイ ッ チの設定

３ －４ 　 デ ー タ 長と コ ー ド 変換３ －４ 　 デ ー タ 長と コ ー ド 変換

３ －２ 　 フ ロ ー 制御３ －２ 　 フ ロ ー 制御

３ －３ 　 パ リ テ ィ３ －３ 　 パ リ テ ィ

No 通信制御 0 1

6 XON / XOFF D E

7 RTS / CTS D E

8 DTR / DSR D E

1　 2 パリ テ ィ

0　 0 無し

0　 1 無し

1　 0 偶数 (EVEN)

1　 1 奇数 (ODD)

22 つの装置間の通信同期を と る ために以下の何れかを選択し ま す。つの装置間の通信同期を と る ために以下の何れかを選択し ま す。

◆◆ ソ フ ト ウ ェ ア によ る同期と し てソ フ ト ウ ェ ア によ る同期と し て  [XON [XON//XOFFXOFF制御制御]]

◆◆ ハード ウ ェ ア によ る同期と し てハード ウ ェ ア によ る同期と し て  [RTS [RTS//CTSCTS制御制御] ] ま たはま たは [DTR [DTR//DSRDSR制御制御]]

XONXON//XOFFXOFF機能を選択し 、機能を選択し 、 RSBUFiRSBUFiがデータ を受信し ている時にバッ フ ァ 残ががデータ を受信し ている時にバッ フ ァ 残が 8K8K

バイ ト になる と 該当チャ ン ネルにバイ ト になる と 該当チャ ン ネルに XOFFXOFF コ ード が送出さ れます。コ ード が送出さ れます。

RTSRTS//CTSCTS，，DTRDTR//DSRDSR機能を選択し 、機能を選択し 、RSBUFiRSBUFiがデータ を受信し ている時にバッ フ ァがデータ を受信し ている時にバッ フ ァ

残が残が 256256 バイ ト になる と 該当チャ ン ネルの制御線を ビ ジーにし ま す。バイ ト になる と 該当チャ ン ネルの制御線を ビ ジーにし ま す。

16K16K バイ ト 以上になる と 制御線がレ ディ と なり ま す。バイ ト 以上になる と 制御線がレ ディ と なり ま す。

通信制御機能を選択せずに使用し た場合で、通信制御機能を選択せずに使用し た場合で、RSBUFiRSBUFiのデータ バッ フ ァ 容量を超えのデータ バッ フ ァ 容量を超え

るデータ が受信さ れた時は、る データ が受信さ れた時は、 データ は上書き さ れ古いデータ が消滅し ま す。データ は上書き さ れ古いデータ が消滅し ま す。

SW1:SW1:チ ャ ン ネルチャ ン ネル 11　 　 　　 　 　 SW4:SW4:チ ャ ン ネルチャ ン ネル 22

※※DD＝非選択＝非選択

　　  E E ＝選択＝選択

SW2:SW2:チ ャ ン ネルチャ ン ネル 11　 　 　　 　 　 SW5:SW5:チ ャ ン ネルチャ ン ネル 22

各チャ ン ネルのパリ テ ィ を設定し ま す。各チャ ン ネルのパリ テ ィ を設定し ま す。

各チャ ン ネルに接続さ れている各チャ ン ネルに接続さ れている RS232CRS232C機器に合わせます。機器に合わせます。

◆◆ 55ビ ッ ト を指定し た場合、ビ ッ ト を指定し た場合、そ のチャ ン ネルの入出力データ は、そ のチャ ン ネルの入出力データ は、55ビ ッ ト 国際テレ ッビ ッ ト 国際テレ ッ

ク ス コ ード と し て処理さ れます。ク ス コ ード と し て処理さ れます。そ の結果、そ の結果、も う 片方のチャ ン ネルにも う 片方のチャ ン ネルに 88ビ ッ トビ ッ ト JISJIS

を 指定する と 、を指定する と 、 RSBUFiRSBUFi内で内で 55//88 のコ ード 変換が行われます。のコ ード 変換が行われます。

◆◆ 66ビ ッ ト を指定し た場合、ビ ッ ト を指定し た場合、そ のチャ ン ネルの入出力データ は、そ のチャ ン ネルの入出力データ は、66ビ ッ ト 国内テレ ッビ ッ ト 国内テレ ッ

ク ス コ ード と し て処理さ れます。ク ス コ ード と し て処理さ れます。そ の結果、そ の結果、も う 片方のチャ ン ネルにも う 片方のチャ ン ネルに 88ビ ッ トビ ッ ト JISJIS

を 指定する と 、を指定する と 、 RSBUFiRSBUFi内で内で 66//88 のコ ード 変換が行われます。のコ ード 変換が行われます。
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3　 4 ビ ッ ト コ ード

0　 0 5 国際テ レ ッ ク ス 　 英 (大)、 数字

0　 1 6 国際テ レ ッ ク ス 　 英 (大)、 数字

1　 0 7 JIS7 / ASCII　 英 (大小)

1　 1 8 JIS8 / EBCDIC　 英 (大小)、 かな

SW2:SW2:チ ャ ン ネルチャ ン ネル 11　 　 　　 　 　 SW5:SW5:チ ャ ン ネルチャ ン ネル 22

◆◆ JIS7JIS7ビ ッ ト のビ ッ ト の SOSO//SISI制御は行われず、制御は行われず、こ れら のコ ード を受信する とこ れら のコ ード を受信する と RSBUFiRSBUFiは、は、

そ のま ま も う 一方のチャ ン ネルに送出し ま す。そ のま ま も う 一方のチャ ン ネルに送出し ま す。

◆◆ JISJIS//EBCDICEBCDICの変換を行う 場合は、の変換を行う 場合は、22チ ャ ン ネル共にチャ ン ネル共に 88ビ ッ ト 長を選択する必要がビ ッ ト 長を選択する必要が

あり ま す。あり ま す。

◆◆ コ ード 変換によ り 未定義のコ ード が検出さ れた場合はコ ード 変換によ り 未定義のコ ード が検出さ れた場合は NULLNULL と なり ま す。と なり ま す。

ご 注意ご 注意 55 ビ ッ トビ ッ ト //88 ビ ッ ト の コ ー ド 変換、ビ ッ ト の コ ー ド 変換、 66 ビ ッ トビ ッ ト //88 ビ ッ ト の コ ー ド 変換、ビ ッ ト の コ ー ド 変換、 JISJIS//

EBCDICEBCDICのコ ード 変換以外の異なる ビ ッ ト 長を選択し た場合は、のコ ード 変換以外の異なる ビ ッ ト 長を選択し た場合は、コ ード 変換コ ード 変換

は行われず、は行われず、ビ ッ ト を マ ス ク し てそのまま も う 一方のチャ ン ネルに送出し まビ ッ ト を マ ス ク し てそのまま も う 一方のチャ ン ネルに送出し ま

す。す。

３ －５ 　 ス ト ッ プ ビ ッ ト３ －５ 　 ス ト ッ プ ビ ッ ト

5　 6 ス ト ッ プ ビ ッ ト

0　 0 1

0　 1 1.5

1　 0 2

1　 1 2

各チ ャ ン ネルのス ト ッ プ ビ ッ ト を設定し ま す。各チャ ン ネルのス ト ッ プ ビ ッ ト を設定し ま す。

各チャ ン ネルに接続さ れている各チャ ン ネルに接続さ れている RS232CRS232C機器に合わせます。機器に合わせます。

SW2:SW2:チ ャ ン ネルチャ ン ネル 11　 　 　　 　 　 SW5:SW5:チ ャ ン ネルチャ ン ネル 22

３ －６ 　 電源投入時の３ －６ 　 電源投入時の XO NXO N //XO FFXO FF 状態状態

7 XON / XOFF状態

0 XOFF状態にする

1 XON状態にする

SW2:SW2:チ ャ ン ネルチャ ン ネル 11　 　 　　 　 　 SW5:SW5:チ ャ ン ネルチャ ン ネル 22

電源投入時該当チャ ン ネルの電源投入時該当チャ ン ネルの XONXON//XOFFXOFF状態を設定し ま す。状態を設定し ま す。 XONXON 状態を選択する状態を選択する

と 、と 、送信可能と なり ま す。送信可能と なり ま す。XOFFXOFF状態を選択する と 、状態を選択する と 、接続相手機器から接続相手機器から XOFFXOFFを受信を受信

し た時と 同様の送信停止状態になり ま す。し た時と 同様の送信停止状態になり ま す。

こ の機能はフ ロ ー制御のこ の機能はフ ロ ー制御の XON/XON/

XOFFXOFF を選択し た場合のみ有効を選択し た場合のみ有効

です。です。
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３ －８ 　 ラ イ ン 単位読み出し３ －８ 　 ラ イ ン 単位読み出し

３ －９ 　 バ ッ フ ァ ク リ ア 機能３ －９ 　 バ ッ フ ァ ク リ ア 機能

1234 指定コ ード

1000 CR        (0DH)

1001 LF         (0AH)

1010 ETX       (03H)

1011 NULL    (00H)

1100 FF         (FFH)

1101 EOT      (04H)

1110 －－－

1111 －－－

0XXX ラ イ ン読み出し 無し

5 バッ フ ァ ク リ ア機能

0 無し

1 有り

SW3:SW3:チ ャ ン ネルチャ ン ネル 11　 　 　　 　 　 SW6:SW6:チ ャ ン ネルチャ ン ネル 22

SW3:SW3:チ ャ ン ネルチャ ン ネル 11　 　 　　 　 　 SW6:SW6:チ ャ ン ネルチャ ン ネル 22

こ の機能はフ ロ ー制御のこ の機能はフ ロ ー制御の XON/XON/

XOFFXOFF を 選択し た場合のみ有効を選択し た場合のみ有効

です。です。

こ の機能を設定する と 、こ の機能を設定する と 、 RSBUFiRSBUFiは指定コ ード を送出後、は指定コ ード を送出後、自動的に自動的に XOFFXOFF状態にな状態にな

り 、り 、 接続機器から 次の接続機器から 次の XONXON を受信する ま でデータ の送出を停止し ま す。を受信する ま でデータ の送出を停止し ま す。

処理速度の遅い言語で受信処理をする場合、処理速度の遅い言語で受信処理をする場合、11ラ イ ン毎にラ イ ン毎に RSBUFiRSBUFiから の送信が止から の送信が止

ま る こ と を利用し て同期を取る こ と ができ ま す。ま る こ と を利用し て同期を取る こ と ができ ま す。

こ の機能を設定し た場合、こ の機能を設定し た場合、データ 中にデータ 中に DC2 (12H)DC2 (12H)、、DC4 (14H) DC4 (14H) を 検出する とを検出する と RSBUFiRSBUFi

内のバッ フ ァ を ク リ ア し ま す。内のバッ フ ァ を ク リ ア し ま す。

DC2:DC2: こ のコ ード を受信し たチャ ン ネルのバッ フ ァ のみを ク リ ア し ま す。こ のコ ード を受信し たチャ ン ネルのバッ フ ァ のみを ク リ ア し ま す。

DC4:DC4: 両チ ャ ン ネルのバッ フ ァ を ク リ ア し ま す。両チャ ン ネルのバッ フ ァ を ク リ ア し ま す。

３ －７ 　 電源投入時の３ －７ 　 電源投入時の XO FFXO FF コ ー ド の送出コ ー ド の送出

8 XOFFの送出

0 行わない

1 行う

SW2:SW2:チ ャ ン ネルチャ ン ネル 11　 　 　　 　 　 SW5:SW5:チ ャ ン ネルチャ ン ネル 22
こ の機能はフ ロ ー制御のこ の機能はフ ロ ー制御の XON/XON/

XOFFXOFF を 選択し た場合のみ有効を選択し た場合のみ有効

です。です。

電源投入時に、電源投入時に、 該当チャ ン ネルに該当チャ ン ネルに XOFFXOFFコ ード を送出する機能を設定し ま す。コ ード を送出する機能を設定し ま す。 こ のこ の

機能を選択する と 、機能を選択する と 、 通信に先立っ て該当チャ ン ネルから通信に先立っ て該当チャ ン ネルから XOFFXOFF コ ード を接続相手機コ ード を接続相手機

器へ送信し ます。器へ送信し ま す。
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３ －１ ０ 　３ －１ ０ 　 JIS8JI S8//E BCD I CEBCD I C の コ ー ド 指定の コ ー ド 指定

３ －１ １ 　 テ ス ト モ ー ド の 設定３ －１ １ 　 テ ス ト モ ー ド の 設定

6 JIS8 / EBCDIC

0 JIS8

1 EBCDIC

7　 8

0　 0 　 通常使用時

0　 1 　 こ の設定にはし ないで下さ い

1　 0 　 こ の設定にはし ないで下さ い

1　 1 　 こ の設定にはし ないで下さ い

7　 8 テ ス ト モ ード

0　 0 　 無し  (通常使用時)

0　 1 　 チ ャ ン ネル1へ固定パタ ーン を送出する

1　 0 　 チ ャ ン ネル2へ固定パタ ーン を送出する

1　 1 　 受信データ を同じ チャ ン ネルへループバッ ク

SW3:SW3:チ ャ ン ネルチャ ン ネル 11　 　 　　 　 　 SW6:SW6:チ ャ ン ネルチャ ン ネル 22

SW3:SW3:未使用未使用

SW6:SW6:両チ ャ ン ネル両チャ ン ネル

該当チャ ン ネルのコ ード が、該当チャ ン ネルのコ ード が、 JIS8JIS8 かか EBCDICEBCDIC である かを指定し ま す。であるかを指定し ま す。

22つのチ ャ ン ネルで異なる指定を行う と 、つのチャ ン ネルで異なる指定を行う と 、RSBUFiRSBUFi内で内で JIS8JIS8 とと EBCDICEBCDICのコ ード 変のコ ード 変

換を行います。換を行います。

尚、尚、 ビ ッ ト 長は両チャ ン ネル共にビ ッ ト 長は両チャ ン ネル共に 88 ビ ッ ト を選択する必要があり 、ビ ッ ト を選択する必要があり 、 こ れ以外を選択こ れ以外を選択

する と コ ード 変換は行われません。する と コ ード 変換は行われません。

RSBUFiRSBUFi本体や、本体や、 接続さ れている機器と の通信を個別に試験する機能を選択し ま接続さ れている機器と の通信を個別に試験する機能を選択し ま

す。す。 こ の設定はハード の結線、こ の設定はハード の結線、通信条件の確認など に使用し ま す。通信条件の確認など に使用し ま す。尚、尚、 SW3SW3は未使は未使

用ですので、用ですので、 通常は必ず通常は必ず OFFOFFでご使用く ださ い。でご使用く ださ い。

固定パタ ーン固定パタ ーン ：： THE QUICK BROWN FOX JUMPS OVER THE LAZY DOG.4MB BUFFERTHE QUICK BROWN FOX JUMPS OVER THE LAZY DOG.4MB BUFFER

バッ フ ァ 容量によ りバッ フ ァ 容量によ り 1MB1MB//2MB2MB//4MB4MBと なり ま す。と なり ま す。
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第４ 章第４ 章　　 LEDLED

C H A N N E L  1

TX RX BF LF

C H A N N E L  2

TX RX BF LF

RSBUFiRSBUFiの前面についているの前面についている LEDLEDは、は、各チャ ン ネルの動作状況及びバッ フ ァ の状態各チャ ン ネルの動作状況及びバッ フ ァ の状態

を表示し ま す。を表示し ま す。

TXTX：： RSBUFiRSBUFiから データ 及び制御コ ード を 送信する と き に点滅し ま す。から データ 及び制御コ ード を 送信する と き に点滅し ま す。

RXRX：： RSBUFiRSBUFiにデータ 及び制御コ ード が受信さ れた と き に点滅し ま す。にデータ 及び制御コ ード が受信さ れた と き に点滅し ま す。

BFBF：： 内部バッ フ ァ の残り が内部バッ フ ァ の残り が 48K48K バイ ト になる と 点灯し 、バイ ト になる と 点灯し 、 残容量が少ないこ と を残容量が少ないこ と を

知ら せま す。知ら せま す。 但し 、但し 、 FLFLが点灯中は常に消灯と なり ま す。が点灯中は常に消灯と なり ま す。

FLFL：： 内部バッ フ ァ の残容量がフ ロ ー制御の範囲になる と 点灯し 、内部バッ フ ァ の残容量がフ ロ ー制御の範囲になる と 点灯し 、フ ロ ー制御が作フ ロ ー制御が作

動し ます。動し ま す。 フ ロ ー制御のど のモ ード も指定し なかっ た場合は、フ ロ ー制御のど のモ ード も指定し なかっ た場合は、 XONXON//XOFFXOFF

の動作に準じ ま す。の動作に準じ ま す。
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第５ 章第５ 章　 フ ロ ー制御の説明　 フ ロ ー制御の説明

５ －１ 　５ －１ 　 XONXON //XO FFXO FF 機能機能

５ －２ 　５ －２ 　 RTSRTS//CTSCTS ま た はま た は DTRDTR//DSRDSR 機能機能

５ －３ 　 制御信号の端末処理５ －３ 　 制御信号の端末処理

ディ ッ プ ス イ ッ チによ りディ ッ プ ス イ ッ チによ り XONXON//XOFFXOFF機能を設定し た場合、機能を設定し た場合、 以下の動作と なり ま す。以下の動作と なり ま す。

a)a) RSBUFiRSBUFiが送信時に制御コ ードが送信時に制御コ ード D3 (16D3 (16 進数の進数の 13) 13) を 受信する と 、を受信する と 、 送信を停止し送信を停止し

ま す。ま す。

RSBUFiRSBUFiが送信時に制御コ ードが送信時に制御コ ード D1 (16D1 (16 進数の進数の 11) 11) を 受信する と 、を受信する と 、 送信を再開し送信を再開し

ま す。ま す。

b)b ) RSBUFiRSBUFiが受信時に入力バッ フ ァ の残容量がが受信時に入力バッ フ ァ の残容量が 8K8K バイ ト になる と 、バイ ト になる と 、 制御コ ード制御コ ード

D3 (16D3 (16 進数の進数の 13) 13) を 送出し ま す。を送出し ま す。

バッ フ ァ リ ン グ さ れていたデータ が送信さ れ、バッ フ ァ リ ン グ さ れていたデータ が送信さ れ、入力バッ フ ァ の残容量が入力バッ フ ァ の残容量が16K16Kバイバイ

ト 以上になる と 、ト 以上になる と 、 制御コ ード制御コ ード D1 (16D1 (16 進数の進数の 11) 11) を 送出し ま す。を送出し ま す。

ディ ッ プ ス イ ッ チによ りディ ッ プ ス イ ッ チによ り RTSRTS//CTSCTSま たはま たは DTRDTR//DSRDSR機能を設定し た場合、機能を設定し た場合、以下の動以下の動

作と なり ま す。作と なり ま す。

a)a) RSBUFiRSBUFiが受信時に入力バッ フ ァ の残容量がが受信時に入力バッ フ ァ の残容量が 256256 バイ ト になる と 、バイ ト になる と 、 外部機器に外部機器に

対し て送信の停止を求め、対し て送信の停止を求め、 RTSRTSま たはま たは DTRDTR をを LowLow に し ま す。にし ま す。

バッ フ ァ リ ン グ さ れていたデータ が送信さ れ、バッ フ ァ リ ン グ さ れていたデータ が送信さ れ、入力バッ フ ァ の残容量が入力バッ フ ァ の残容量が16K16Kバイバイ

ト 以上になる と 、ト 以上になる と 、 RTSRTSま たはま たは DTRDTR をを HighHig h に し ま す。にし ま す。

b)b ) RSBUFiRSBUFiが送信時にが送信時に CTSCTS＝＝LowLow ま たはま たは DSRDSR＝＝LowLow を検出する と 、を検出する と 、 こ の機能選こ の機能選

択の有無に係わら ず送信を停止し ま す。択の有無に係わら ず送信を停止し ま す。

RSBUFiRSBUFiへの入力信号であるへの入力信号である DSRDSR及び及び CTSCTSは、は、内部で内部で 10K10KΩの抵抗を通し て＋Ωの抵抗を通し て＋12V12V

にプ ルア ッ プにプ ルア ッ プ  ( (レ ディ 側レディ 側) ) さ れていま す。さ れていま す。

こ の結果、こ の結果、 こ れら の信号を使用し ない時は、こ れら の信号を使用し ない時は、該当端子の処理をする必要があり ま せ該当端子の処理をする必要があり ま せ

ん。ん。

RSBUFiRSBUFiは、は、 データ 線のみのデータ 線のみの 33線式線式 (TX (TX//RXRX//GND) GND) で接続し た場合、で接続し た場合、 こ れら の信号こ れら の信号

ラ イ ン の端末処理をする こ と なく 送受信を行う こ と が可能です。ラ イ ン の端末処理をする こ と なく 送受信を行う こ と が可能です。
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第６ 章　 応用例第６ 章　 応用例

第６ 章第６ 章　 応用例　 応用例

６ －１ 　 通信速度の変換６ －１ 　 通信速度の変換

６ －２ 　 フ ロ ー 制御の切り 換え６ －２ 　 フ ロ ー 制御の切り 換え

６ －３ 　 デ ー タ の バ ッ フ ァ リ ン グ 　 ①６ －３ 　 デ ー タ の バ ッ フ ァ リ ン グ 　 ①

RSBUFi機器1 機器2

CH1 CH2

RSBUFi機器1 機器2

CH1 CH2

RSBUFi制御器 測定器

CH1 CH2

例例))機器機器11 の通信速度＝の通信速度＝9600bps9600bps、、 機器機器22 の通信速度＝の通信速度＝1200bps1200bps の場合の場合

チャ ン ネルチャ ン ネル 11 の通信速度設定ディ ッ プ ス イ ッ チをの通信速度設定ディ ッ プ ス イ ッ チを 9600bps9600bps、、 チ ャ ン ネルチャ ン ネル 22 の通信速の通信速

度設定ディ ッ プ ス イ ッ チを度設定ディ ッ プ ス イ ッ チを 1200bps1200bps に設定し ま す。に設定し ま す。

例例))機器機器11 のフ ロ ー制御がのフ ロ ー制御が XONXON//XOFFXOFF、、 機器機器22 のフ ロ ー制御がのフ ロ ー制御が RTSRTS//CTSCTSの場合の場合

チャ ン ネルチャ ン ネル 11 のフ ロ ー制御設定ディ ッ プ ス イ ッ チをのフ ロ ー制御設定ディ ッ プ ス イ ッ チを XONXON//XOFFXOFF、、 チ ャ ン ネルチャ ン ネル 22のフのフ

ロ ー制御設定ディ ッ プ ス イ ッ チをロ ー制御設定ディ ッ プ ス イ ッ チを RTSRTS//CTSCTSに設定し ま す。に設定し ま す。

例例))フ ロ ー制御を使用し て、フ ロ ー制御を使用し て、測定器から のデータ を バッ フ ァ リ ン グ し 、測定器から のデータ を バッ フ ァ リ ン グ し 、制御器が必要制御器が必要

な時に読み出すな時に読み出す

1)1) 制御器の制御器の RTSRTSラ イ ン をラ イ ン を LowLowにする と 、にする と 、測定器から のデータ は測定器から のデータ は RSBUFiRSBUFiのメ モ リのメ モ リ

にバッ フ ァ リ ン グ さ れま す。にバッ フ ァ リ ン グ さ れま す。 　　 制御器が制御器が RTSRTSラ イ ン をラ イ ン を HighHig h にする と 、にする と 、 RSBUFiRSBUFi

のメ モ リ にバッ フ ァ リ ン グ さ れているデータ は制御器へ伝送さ れます。のメ モ リ にバッ フ ァ リ ン グ さ れているデータ は制御器へ伝送さ れます。

2)2) 制御器から制御器から XOFFXOFFコ ード をコ ード を RSBUFiRSBUFiへ送り ま す。へ送り ま す。 RSBUFiRSBUFiはは XOFFXOFFコ ード を受コ ード を受

信する と 、信する と 、以後測定器から のデータ を以後測定器から のデータ を RSBUFiRSBUFiのメ モ リ にバッ フ ァ リ ン グし ます。のメ モ リ にバッ フ ァ リ ン グし ます。

制御器が制御器が RSBUFiRSBUFiにに XONXON コ ード を送る と 、コ ード を送る と 、 RSBUFiRSBUFiのメ モ リ にバッ フ ァ リ ンのメ モ リ にバッ フ ァ リ ン

グ さ れているデータ は制御器へ伝送さ れます。グ さ れているデータ は制御器へ伝送さ れます。
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第６ 章　 応用例第６ 章　 応用例

６ －４ 　 デ ー タ の バ ッ フ ァ リ ン グ 　 ②６ －４ 　 デ ー タ の バ ッ フ ァ リ ン グ 　 ②

RSBUFi制御器 測定器

CH1 CH2

例例))測定器から のデータ を バッ フ ァ リ ン グする一方、測定器から のデータ を バッ フ ァ リ ン グする一方、制御器はラ イ ン単位でバッ フ ァ制御器はラ イ ン単位でバッ フ ァ

リ ン グ さ れているデータ を読み出すリ ン グ さ れているデータ を読み出す

※※ BASICBASICなど の比較的実行速度の遅い言語でデータ 処理を行う 時に使用し ま す。など の比較的実行速度の遅い言語でデータ 処理を行う 時に使用し ま す。

ディ ッ プ ス イ ッ チの設定ディ ッ プ ス イ ッ チの設定

　　 1)1) フ ロ ー制御フ ロ ー制御：： チ ャ ン ネルチャ ン ネル 11：： XONXON//XOFFXOFF

チ ャ ン ネルチャ ン ネル 22：： 任意任意

　　 2)2) ラ イ ン 制御ラ イ ン制御：： ラ イ ン の終わり をラ イ ン の終わり を CRCRに指定に指定

　　 3)3) 通信条件等通信条件等：： 接続機器、接続機器、 シス テムに合わせるシス テムに合わせる

PC9801PC9801 のの N88BASICN88BASIC プ ロ グ ラ ム例プ ロ グ ラ ム例

10 OPEN " COM:N83XN "  AS #110 OPEN " COM:N83XN "  AS #1

20 PRINT #1, CHR$ (&H11) ;20 PRINT #1, CHR$ (&H11) ;

30 LINE INPUT #1, A$30 LINE INPUT #1, A$

40 IF A$=  " *** " THEN GOTO ***40 IF A$=  " *** " THEN GOTO ***

50 GOTO 2050 GOTO 20

プ ロ グ ラ ムの説明プ ロ グ ラ ムの説明

1010 RS232CRS232Cの通信規格を設定し ていま す。の通信規格を設定し ていま す。XOXON /N /XOFFXOFF制御と し ていま す。制御と し ていま す。

2020 RSBUFiRSBUFiにに XON (11H) XON (11H) コ ード を出力し 、コ ード を出力し 、11ラ イ ン分のデータ を要求しラ イ ン分のデータ を要求し

ま す。ま す。

3030 A$A$にに 11ラ イ ン分のデータ を受信し ま す。ラ イ ン分のデータ を受信し ま す。　　 RSBUFiRSBUFiはは CRCRコ ード を出コ ード を出

力後、力後、 自動的に自動的に XOFFXOFF状態になり ま す。状態になり ま す。

4040 A$A$ を評価し 処理プ ロ グ ラ ムを分岐し ま す。を評価し 処理プ ロ グ ラ ムを分岐し ま す。

5050 再度次の再度次の 11 ラ イ ン分のデータ を取り に行き ま す。ラ イ ン分のデータ を取り に行き ま す。 　　 BASICBASICがデータ 処がデータ 処

理を行っ ている間、理を行っ ている間、 測定器から のデータ は測定器から のデータ は RSBUFiRSBUFiのメ モ リ にバッのメ モ リ にバッ

フ ァ リ ン グ さ れま す。フ ァ リ ン グ さ れま す。
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第７ 章　 ト ラ ブルシュ ーティ ン グ第７ 章　 ト ラ ブルシュ ーティ ン グ

デ ー タ リ ン ク 株式会社　 ユ ー ザ サ ポ ー ト 課デ ー タ リ ン ク 株式会社　 ユ ー ザ サ ポ ー ト 課

TELTEL　　 0404 －－ 29242924 －－ 38413841（ 代）（ 代）

FAXFAX　　 0404 －－ 29242924 －－ 37913791

受付時間　 月曜～金曜受付時間　 月曜～金曜 ( (祝祭日は除く祝祭日は除く ))

AM 9: 00AM9: 00 ～～ 12: 0012: 00　　 PM1: 00PM 1: 00 ～～ 5: 005: 00

E -m a i lE -m a i l s u p p o r t @ d a t a - l i n k . c o . j ps u p p o r t @ d a t a - l i n k . c o . j p

ご購入頂き ま し たご購入頂き ま し た RSBUFiRSBUFiに関する ご質問、に関する ご質問、ご相談は、ご相談は、弊社ユーザサポート 課ま で弊社ユーザサポート 課ま で

お問い合わせく だ さ い。お問い合わせく だ さ い。

７ －３ 　 ユ ー ザ サ ポ ー ト の ご 案内７ －３ 　 ユ ー ザ サ ポ ー ト の ご 案内

第７ 章第７ 章　 ト ラ ブ ルシ ュ ーテ ィ ン グ　 ト ラ ブ ルシ ュ ーテ ィ ン グ

７ －１ 　 通信がで き ない７ －１ 　 通信がで き ない

７ －２ 　 送受信デ ー タ が壊れる７ －２ 　 送受信デ ー タ が壊れる

チャ ン ネルチャ ン ネル 1 (2) 1 (2) から のデータ がチャ ン ネルから のデータ がチャ ン ネル 2 (1) 2 (1) へ送信さ れない。へ送信さ れない。

1)1) RS232CRS232C ケーブ ルの結線に間違いはあり ま せんか？ケーブ ルの結線に間違いはあり ま せんか？

→→ [[第第22章イ ン タ ーフ ェ イ ス仕様章イ ン タ ーフ ェ イ ス仕様] ] を ご確認く ださ い。を ご確認く ださ い。

2)2) 通信条件の設定通信条件の設定 ( (通信速度、通信速度、ビ ッ ト 長、ビ ッ ト 長、パリ テ ィ 、パリ テ ィ 、ス ト ッ プ ビ ッ ト などス ト ッ プ ビ ッ ト など ) ) に間違いに間違い

はあり ま せんか？はあり ま せんか？

→→ テス ト モ ード でチャ ン ネル毎に評価し て く だ さ い。テ ス ト モ ード でチャ ン ネル毎に評価し て く だ さ い。

1)1) 通信条件の設定通信条件の設定 ( (通信速度、通信速度、ビ ッ ト 長、ビ ッ ト 長、パリ テ ィ 、パリ テ ィ 、ス ト ッ プ ビ ッ ト などス ト ッ プ ビ ッ ト など ) ) は正し くは正し く

行われていま すか？行われていま すか？

2)2) ケ ーブ ルに破損箇所はあり ま せんか？ケーブ ルに破損箇所はあり ま せんか？

3)3) フ ロ ー制御が正し く 設定さ れ、フ ロ ー制御が正し く 設定さ れ、メ モ リ の上書きなど が行われないよ う になっ ていメ モ リ の上書きなど が行われないよ う になっ てい

ま すか？ますか？

4)4) RS232CRS232C ケーブ ルを延ばし 過ぎてはいま せんか？ケーブ ルを延ばし 過ぎてはいま せんか？
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第８ 章　 ディ ッ プ ス イ ッ チ一覧表、第８ 章　 ディ ッ プ ス イ ッ チ一覧表、コ ード 表コ ード 表

第８ 章第８ 章　 デ ッ ィ ッ プ ス イ ッ チ一覧表、　 デ ッ ィ ッ プ ス イ ッ チ一覧表、 コ ード 表コ ード 表

８ －１ 　 デ ィ ッ プ ス イ ッ チ 一覧表８ －１ 　 デ ィ ッ プ ス イ ッ チ 一覧表

XON /XO FF RTS/CTS

D TR /D SR通信速度

ON

OFF

SW1 チ ャ ン ネル 1

SW4 チ ャ ン ネル 2

(通信速度、 フ ロ ー制御)

1 2 3 4 5 6 7 8

ビ ッ ト 長

パリ テ ィ

ス ト ッ プ ビ ッ ト

電源投入時

電源投入時

XON /XO FF状態

XOFFコ ード の送出

SW2 チ ャ ン ネル 1

SW5 チ ャ ン ネル 2

(ビ ッ ト 長、 パリ テ ィ 、 ス ト ッ プ ビ ッ ト 、 XON / XOFFオ プ ショ ン )

ON
1 2 3 4 5 6 7 8

OFF

デリ ミ タ バッ フ ァ ク リ ア

未使用 (SW3)

テ ス ト モ ード (SW6)

JI S8 /EBCD IC

SW3 チ ャ ン ネル 1

SW6 チ ャ ン ネル 2

(デリ ミ タ 、 バッ フ ァ ク リ ア 、 コ ード 選択、 モ ード )

ON

OFF
1 2 3 4 5 6 7 8
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第８ 章　 ディ ッ プ ス イ ッ チ一覧表、第８ 章　 ディ ッ プ ス イ ッ チ一覧表、コ ード 表コ ード 表

８ －２ 　 コ ー ド 表８ －２ 　 コ ー ド 表

８ －２ －１ 　８ －２ －１ 　 55 ビ ッ ト コ ー ドビ ッ ト コ ー ド

HEX ALPHA SYMBOL HEX ALPHA SYMBOL

00 0 0 10 T 5

01 E 3 11 Z ＋

02 LF LF 12 L ）

03 A NULL 13 W 2

04 SPACE SPACE 14 H NULL

05 S ’ 15 Y 6

06 I 8 16 P 0

07 U 7 17 Q 1

08 CR CR 18 O 9

09 D NULL 19 B ？

0A R 4 1A G NULL

0B J BELL 1B SHIFT SHIFT

0C N ， 1C M ．

0D F SPACE 1D X ／

0E C ： 1E V ＝

0F K （ 1F SHIFT SHIFT



1919

第８ 章　 ディ ッ プ ス イ ッ チ一覧表、第８ 章　 ディ ッ プ ス イ ッ チ一覧表、コ ード 表コ ード 表

８ －２ －２ 　８ －２ －２ 　 66 ビ ッ ト コ ー ドビ ッ ト コ ー ド

◆◆ 66 ビ ッ ト の始めはビ ッ ト の始めは 88 ビ ッ ト のビ ッ ト の STXSTXに変換さ れる 。に変換さ れる 。

◆◆ 66 ビ ッ ト の終わり はビ ッ ト の終わり は 88 ビ ッ ト のビ ッ ト の ETXETXに変換さ れる 。に変換さ れる 。

◆◆ 66 ビ ッ ト のビ ッ ト の 001111001111 はは 88 ビ ッ ト のビ ッ ト の 01011110 (01011110 (ポン ドポン ド ) ) に変換さ れる 。に変換さ れる 。

◆◆ 88 ビ ッ ト のビ ッ ト の STXSTX及び及び [  [ はは 66 ビ ッ ト の始めに変換さ れる 。ビ ッ ト の始めに変換さ れる 。

◆◆ 88 ビ ッ ト のビ ッ ト の ETXETX及び及び ]  ] はは 66 ビ ッ ト の終わり に変換さ れる 。ビ ッ ト の終わり に変換さ れる 。

※※ コ ード 表は日本規格協会コ ード 表は日本規格協会JISJISハン ド ブ ッ ク よ り 引用ハン ド ブ ッ ク よ り 引用

下段 中段 上段 1 2 3 4 5 6 下段 中段 上段 1 2 3 4 5 6

ア ＊ ● ○ ○ ● ● ● ホ 1 Ｑ ○ ● ● ○ ○ ●

イ ヰ Ｇ ○ ○ ○ ● ○ ● マ ヌ Ｈ ○ ● ● ○ ● ○

ウ 7 Ｕ ○ ○ ● ● ○ ○ ミ ？ ● ● ○ ● ● ●

エ ヱ Ｌ ● ○ ● ● ● ● ム ￥ ● ○ ○ ○ ● ●

オ ヲ Ｖ ○ ● ○ ○ ● ● メ ￡ ● ● ● ○ ○ ○

カ レ Ｄ ○ ● ○ ● ● ○ モ ＄ ● ○ ● ● ○ ●

キ ） Ｂ ○ ○ ○ ● ● ○ ヤ 0 Ｐ ● ○ ● ○ ○ ○

ク 3 Ｅ ○ ○ ● ○ ● ○ ヨ 6 Ｙ ○ ● ● ● ○ ○

ケ ＃ ● ○ ○ ○ ○ ● ラ ● ● ● ● ○ ○

コ 4 Ｒ ○ ○ ○ ○ ○ ● リ ． Ｋ ○ ○ ● ○ ○ ●

サ ： Ｊ ○ ● ● ● ● ○ ル ’ ○ ● ● ○ ○ ○

シ ソ Ｆ ○ ○ ● ○ ● ● ロ ＝ ＆ ● ○ ○ ○ ● ○

ス ／ ○ ● ○ ○ ○ ● ワ ＠ ● ○ ● ● ○ ○

セ Ｘ ○ ○ ● ● ● ○ ン 8 Ｉ ○ ○ ○ ○ ● ●

タ ユ Ｓ ○ ● ○ ○ ● ○ ” ゜ ○ ● ● ● ○ ●

チ 5 Ｔ ○ ● ○ ● ○ ● ● ○ ● ● ● ○

ツ 」 Ｎ ○ ○ ○ ● ● ● ○ ● ● ○ ● ●

テ ， Ｃ ○ ○ ● ● ● ● ○ ● ● ● ● ●

ト ● ● ○ ● ○ ● ○ ○ ● ○ ○ ○

ナ 9 Ｏ ○ ○ ● ● ○ ● ○ ○ ○ ○ ● ○

ニ ＋ Ｚ ○ ● ○ ● ● ● ● ● ● ○ ● ●

ネ ％ ● ○ ● ○ ● ○ ● ● ● ● ● ●

ノ Ｍ ● ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ● ○ ○

ハ － Ａ ○ ● ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ヒ ● ● ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○

フ 2 Ｗ ○ ● ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ○ ●

ヘ ● ● ● ○ ○ ● ● ● ● ● ● ○

6単位符号キー キー 6単位符号

上　 段

中　 段

下　 段

改　 行

復　 帰

後　 退

消　 去

間　 隔

空　 白

信　 号

始　 め

終わり
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３ 　 動作環境３ 　 動作環境

４ 　 基本仕様４ 　 基本仕様

２ 　２ 　 TERM WINTERM WIN ディ ス ク の内容ディ ス ク の内容

TERM WINTERM WINディ ス ク には、ディ ス ク には、 つぎのフ ァ イ ルが含ま れていま す。つぎのフ ァ イ ルが含ま れていま す。

付録．付録． TERM WINTERM WINユーザーズマ ニ ュ ア ルユーザーズマ ニ ュ ア ル

１ 　 概　 要１ 　 概　 要

こ のマ ニ ュ ア ルこ のマ ニ ュ ア ル  ( (付録付録) ) は、は、 RS232CRS232C 簡易通信プ ロ グ ラ ム簡易通信プ ロ グ ラ ム TERM WINTERM WIN の使用方法の使用方法

について説明し ていま す。について説明し ていま す。

TERM WINTERM WINは、は、キーボード 入力データ のキーボード 入力データ の RS232CRS232Cポート への送信、ポート への送信、及び画面表示、及び画面表示、

RS232CRS232C ポート から のデータ 受信、ポート から のデータ 受信、 及び画面表示を行う プ ロ グ ラ ムです。及び画面表示を行う プ ロ グ ラ ムです。

TERM WINTERM WINを使用するに当たっ て 、を使用するに当たっ て 、Windows98Windows98以上の以上の DOS-VDOS-Vパソ コ ン が必要です。パソ コ ン が必要です。

Tw1220.exe： ア プ リ ケ－ショ ン

解凍 Termw10.cnt： CNTフ ァ イ ル

Termw10.hlp： ヘルプ フ ァ イ ル

TermWin.exe： 実行フ ァ イ ル

TERMWIN.ini： 設定フ ァ イ ル

TERMWIN.stf： STFフ ァ イ ル

　 パソ コ ン　 パソ コ ン ：： DOS-VDOS-Vパソ コ ンパソ コ ン ,OS,OS：： Windows98Windows98以上以上,, メ イ ン メ モ リメ イ ン メ モ リ ：： 640K640K バイ ト 以上バイ ト 以上

ご 注意ご 注意 本プ ロ グ ラ ムは、本プ ロ グ ラ ムは、 特定の機種によ る動作確認のみを行っ たサービ ス品ですので、特定の機種によ る動作確認のみを行っ たサービ ス品ですので、

つぎの点にご注意の上ご使用く だ さ い。つぎの点にご注意の上ご使用く だ さ い。

◆プ ロ グ ラ ムの開発に当た っ ては、◆プ ロ グ ラ ムの開発に当た っ ては、 DOS/VDOS/V仕様機での動作を前提にし ており仕様機での動作を前提にし ており

　 ま すが、　 ま すが、 機種によ っ ては動作し ないこ と も 考え ら れま す。機種によ っ ては動作し ないこ と も 考え ら れま す。 こ のよ う な場合でこ のよ う な場合で

　 も 、　 も 、 弊社は保証いた し ま せん。弊社は保証いた し ま せん。

◆本プ ロ グ ラ ムは、◆本プ ロ グ ラ ムは、 使用者の責任においてご使用く ださ い。使用者の責任においてご使用く ださ い。 万一、万一、 ご利用によ るご利用によ る

　 不利益や損害が生じ た場合でも 、　 不利益や損害が生じ た場合でも 、 弊社は責任を負いかねま す。弊社は責任を負いかねま す。

◆本プ ロ グ ラ ムのコ ピ ー、◆本プ ロ グ ラ ムのコ ピ ー、 及び配布は認めており ま せん。及び配布は認めており ま せん。 コ ピ ー、コ ピ ー、 及び配布は絶及び配布は絶

　 対に行わないで く だ さ い。　 対に行わないで く だ さ い。

画面表示

エ ラ ー表示

バッ フ ァ 容量

カ ラ ー、 モ ード

送信データ を水色、 受信データ を白色で表示

通信条件の不一致、 パリ テ ィ エ ラ ー等で正常な
受信が行われない場合は、 当該受信データ を ブ

リ ン ク （ 点滅） 表示

送信バッ フ ァ 、 受信バッ フ ァ 共に 4Kバイ ト
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５ 　 起動と 終了５ 　 起動と 終了

①①TERM WINTERM WINディ ス ク を パソ コ ン のディ ス ク を パソ コ ン の CDCD ド ラ イ ブ に挿入し ま す。ド ラ イ ブ に挿入し ま す。

②②保存先に指定する フ ォ ルダ を新規に作成し 、保存先に指定する フ ォ ルダ を新規に作成し 、 [Tw1220.exe]  [Tw1220.exe] を コ ピ －し ま す。を コ ピ －し ま す。

③③[Tw1220.exe] [Tw1220.exe] を ダ ブ ルク リ ッ ク し 、を ダ ブ ルク リ ッ ク し 、解凍先に②のフ ォ ルダ を指定する と 、解凍先に②のフ ォ ルダ を指定する と 、５ つの５ つの

フ ァ イ ルが表示さ れます。フ ァ イ ルが表示さ れます。

④④[TERMWIN.EXE] [TERMWIN.EXE] フ ァ イ ルア イ コ ン を ダ ブ ルク リ ッ ク し て起動し ま す。フ ァ イ ルア イ コ ン を ダ ブ ルク リ ッ ク し て起動し ま す。

⑤⑤メ イ ン画面が表示さ れ、メ イ ン画面が表示さ れ、 使用可能な状態になり ま す。使用可能な状態になり ま す。

TERM WINTERM WIN の終了の終了

TERM WINTERM WIN の起動の起動

[F12] [F12] キーま たは、キーま たは、 右下の右下の  [Exit]  [Exit] ボタ ン で終了し ま す。ボタ ン で終了し ま す。

６ 　 メ イ ン 画面６ 　 メ イ ン 画面

データ 表示領域

制御LED

機能バー

送受信データ が表示さ れます。

RTS、 DTR、 CTS及びDSR制御ラ イ ン の状態が表示さ れます。

では、 フ ァ ン ク ショ ン キーに [通信速度の変更]等の各種機能

が割り 当てら れていま す。
機能バー内の四角は左から 順に [FI]キー～[F12]キーに対応し

ており 、 各種機能や通信速度等の現状を表し ていま す。
尚、 空白の四角は、 対応する フ ァ ン ク ショ ン キーに何も機能
が割り 当てら れていないこ と を 表し ていま す。

機能バー機能バー

メ ニ ュ ーバーメ ニ ュ ーバー

データ 表示領域データ 表示領域

制御制御LEDLED
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７ 　 各種機能７ 　 各種機能

◆ス ト ッ プ ビ ッ ト 長の 選択◆ス ト ッ プ ビ ッ ト 長の 選択 [ 2St op]  [ 2St op]  ボ タ ンボタ ン

ス ト ッ プ ビ ッ ト 長を選択し ま す。ス ト ッ プ ビ ッ ト 長を選択し ま す。

キーキー ：：  [ [F1F1] ] キーキー

ス ト ッ プ ビ ッ ト 長ス ト ッ プ ビ ッ ト 長：： 11//1.51.5//22 ( (ビ ッ トビ ッ ト ))

初期値初期値 ：： 22

◆パ リ テ ィ の 選択◆パ リ テ ィ の 選択 [ P=None]  [ P=None]  ボ タ ンボタ ン

パリ テ ィ を選択し ま す。パリ テ ィ を選択し ま す。

キーキー ：：  [F2]  [F2] キーキー

パリ ティパリ ティ ：： nonenone  ((なしなし ) ) //eveneven  ((偶数偶数))//oddodd  ((奇数奇数))

初期値初期値 ：： nonenone

◆デ ー タ 長の 選択◆デ ー タ 長の 選択 [ 8Len]  [ 8Len]  ボ タ ンボタ ン

データ 長を選択し ま す。データ 長を選択し ま す。

キーキー ：：  [F3]  [F3] キーキー

データ長データ長：： 77//88 ( (ビ ッ トビ ッ ト ))

初期値初期値 ：： 88

◆通信速度の 選択◆通信速度の 選択 [ 9600]  [ 9600]  ボ タ ンボタ ン

通信速度を選択し ます。通信速度を選択し ま す。

キーキー ：：  [F4]  [F4] キーキー

通信速度通信速度：： 12001200//24002400//48004800//96009600//19200 19200 //2880028800//3840038400//5760057600//7680076800//115200115200

◆シ リ ア ル ポ －ト の 選択◆シ リ ア ル ポ －ト の 選択 [ Com1]  [ Com1]  ボ タ ンボタ ン

シリ ア ルポ－ト を選択し ま す。シリ ア ルポ－ト を選択し ま す。

キーキー ：：  [F5]  [F5] キーキー

初期値初期値 ：： Com1Com1

◆送受信デ ー タ の 表示形式の 選択◆送受信デ ー タ の 表示形式の 選択 [ Nor ma l ]  [ Nor ma l ]  ボ タ ンボタ ン

送受信データ の表示形式を選択し ます。送受信データ の表示形式を選択し ます。

キーキー ：：  [F6]  [F6] キーキー

表示形式表示形式：： normalnormal  ((キャ ラ ク タ表示キャ ラ ク タ表示) )   // hex hex  (16(16進数表示進数表示))

初期値初期値 ：： normalnormal

◆送信デ ー タ の 表示／非表示の 選択◆送信デ ー タ の 表示／非表示の 選択 [ Ful l ]  [ Ful l ]  ボ タ ンボタ ン

送信データ の表示／非表示を選択し ます。送信データ の表示／非表示を選択し ます。

キーキー ：：  [F7]  [F7] キーキー

表示／非表示表示／非表示：： Full (Full (表示表示) ) //Half (Half (非表示非表示))

初期値初期値 ：： FullFull
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◆デ リ ミ タ コ ー ド の 選択◆デ リ ミ タ コ ー ド の 選択 [ CR + LF]  [ CR + LF]  ボタ ンボタ ン

［［ EnterEnter］］ キーを押下し た時に送出するデリ ミ タ コ ード を選択し ま す。キーを押下し た時に送出するデリ ミ タ コ ード を選択し ま す。

キーキー 　　：：  [F8]  [F8] キーキー

デリ ミ タ コ ードデリ ミ タ コ ード ：： CR (0DhCR (0Dhのみ送出のみ送出) ) //CR +  LF (0DhCR +  LF (0Dh とと 0Ah0Ah を送出を送出))

初期値初期値 　　 ：： CR +  LFCR +  LF

◆デ ー タ 表示領域の ク リ ア◆デ ー タ 表示領域の ク リ ア [ Cl ear ]  [ Cl ear ]  ボ タ ンボタ ン

データ 表示領域を ク リ ア し 、データ 表示領域を ク リ ア し 、 カ ーソ ルを表示領域左上隅に移動し ます。カ ーソ ルを表示領域左上隅に移動し ます。

キーキー ：：  [F9]  [F9] キーキー

※※ キーボード 入力の誤打を ク リ ア する機能ではあり ま せん。キーボード 入力の誤打を ク リ ア する機能ではあり ま せん。

◆◆コ マ ン ド キー ワ ード の送出コ マ ン ド キー ワ ード の送出 [LIK#] [LIK#] ボ タ ンボタ ン

[F8] [F8] キーを押下する度にキーを押下する度に  LINK#  LINK# の文字列を送出し ま す。の文字列を送出し ま す。こ の文字列は、こ の文字列は、弊社製マル弊社製マル

チプ レ ク サのデフ ォ ルト のコ マ ン ド キーワ ード です。チプ レ ク サのデフ ォ ルト のコ マ ン ド キーワ ード です。

キーキー ：：  [F11]  [F11] キーキー

◆◆ TERM WINTERM WIN の終了の終了 [ Ex i t ]  [ Ex i t ]  ボ タ ンボタ ン

本プ ロ グ ラ ムを終了し ま す。本プ ロ グ ラ ムを終了し ま す。

キーキー ：：  [F12]  [F12] キーキー

◆固定文字列の 送出◆固定文字列の 送出

6464 バイ ト の固定文字列を指定回数分送出する こ と が可能です。バイ ト の固定文字列を指定回数分送出する こ と が可能です。

そ の他、そ の他、 送信間隔等も指定でき ま す。送信間隔等も指定でき ま す。

キーキー ：：  [Shift]  [Shift] キー＋キー＋ [F1]  [F1] キーキー

[[送信送信] ] ボタ ン を ク リ ッ ク し 、ボタ ン を ク リ ッ ク し 、 固定文字列の送出を開始し ま す。固定文字列の送出を開始し ま す。

固定文字列の送出を中止するには固定文字列の送出を中止するには [ESC]  [ESC] キーを押下し ま す。キーを押下し ま す。

◆◆ RTSRTS ラ イ ン のラ イ ン の ONON// OFFOFF 選択選択

[[ShiftShift] ] キー＋キー＋ [ [F2F2] ] キーを押下する と 、キーを押下する と 、 RTSRTSラ イ ン がラ イ ンが ONON//OFFOFF交互に切り 替わり ます。交互に切り 替わり ます。

キーキー ：：  [Shift]  [Shift] キー＋キー＋ [F2]  [F2] キーキー

初期値初期値 ：： ONON

◆◆ DTRDTR ラ イ ン のラ イ ン の ONON// OFFOFF 選択選択

[[ShiftShift] ] キー＋キー＋ [ [F3F3] ] キーを押下する と 、キーを押下する と 、 DTRDTRラ イ ン がラ イ ンが ONON//OFFOFF交互に切り 替わり ます。交互に切り 替わり ます。

キーキー ：：  [Shift]  [Shift] キー＋キー＋ [F3]  [F3] キーキー

初期値初期値 ：： ONON

WPWP--0303--100922100922

RS232CRS232C 簡易通信プ ロ グ ラ ム簡易通信プ ロ グ ラ ム TERM WINTERM WIN
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RSBUFiRSBUFi　　 取り 扱い説明書　取り 扱い説明書　 20112011年年44月　 第月　 第1616版版

製造、発売元　 データ リ ン ク 株式会社製造、発売元　 データ リ ン ク 株式会社

〒〒359-1118359-1118　 埼玉県所沢市けやき台　 埼玉県所沢市けやき台2-32-52-32-5

TEL04TEL04--29242924--38413841㈹　㈹　 FAX04FAX04--29242924--37913791

11 当社製品は、当社製品は、当社規定の社内評価を経て出荷さ れており ま すが、当社規定の社内評価を経て出荷さ れており ま すが、保証期間内に万一保証期間内に万一

故障し た場合、故障し た場合、 無償にて修理さ せていただき ま す。無償にて修理さ せていただき ま す。 お買い求めいただいた製品は、お買い求めいただいた製品は、

受領後直ちに梱包を開け、受領後直ちに梱包を開け、 検収をお願い致し ま す。検収をお願い致し ま す。

データ リ ン ク 製品の保証期間は、データ リ ン ク 製品の保証期間は、 当社発送日よ り １ カ 年です。当社発送日よ り １ カ 年です。

保証期間は保証期間は､､製品貼付のシリ ア ルナン バーで管理し ていま す。製品貼付のシリ ア ルナン バーで管理し ていま す。

保証書はございま せん。保証書はございま せん。

なお、なお、 本製品のハード ウ エ ア部分の修理に限ら せていただき ま す。本製品のハード ウ エ ア部分の修理に限ら せていただき ま す。

22 本製品の故障、本製品の故障、ま たはそ の使用によ っ て生じ た直接、ま たはそ の使用によ っ て生じ た直接、間接の障害について、間接の障害について、当社は当社は

そ の責任を負わないものと し ま す。そ の責任を負わないものと し ま す。

33 次のよ う な場合には、次のよ う な場合には、 保証期間内でも有償修理になり ま す。保証期間内でも有償修理になり ま す。

(1)(1) お買い上げ後の輸送、お買い上げ後の輸送、 移動時の落下、移動時の落下、 衝撃等で生じ た故障および損傷。衝撃等で生じ た故障および損傷。

(2)(2) ご使用上の誤り 、ご使用上の誤り 、 ある いは改造、あるいは改造、 修理によ る故障および損傷。修理によ る故障および損傷。

(3)(3) 火災、火災、地震、地震、落雷等の災害、落雷等の災害、あるいは異常電圧など の外部要因に起因する故障あるいは異常電圧など の外部要因に起因する故障

および損傷。およ び損傷。

(4)(4) 当社製品に接続する当社以外の機器に起因する故障および損傷。当社製品に接続する当社以外の機器に起因する故障および損傷。

44 無償保証期間経過後は有償にて修理さ せていただき ま す。無償保証期間経過後は有償にて修理さ せていただき ま す。補修用部品の保有期間は補修用部品の保有期間は

原則製造終了後原則製造終了後55年間です。年間です。

なお、なお、 こ の期間内であっ ても 、こ の期間内であっ ても 、補修部品の在庫切れ、補修部品の在庫切れ、部品メ ーカ の製造中止など に部品メ ーカ の製造中止など に

よ り 修理できない場合があり ま す。よ り 修理できない場合があり ま す。

55 次のよ う な場合有償でも修理出来ない時があり ま す。次のよ う な場合有償でも修理出来ない時があり ま す。 PCBPCB基板全損、基板全損、 ICIC全損など 、全損など 、

故障状態によ り 修理価格が新品価格を上回る場合。故障状態によ り 修理価格が新品価格を上回る場合。

66 製品故障の場合、製品故障の場合、出張修理は致し ており ま せん。出張修理は致し ており ま せん。当社あるいは販売店への持ち込み当社あるいは販売店への持ち込み

修理と なり ま す。修理と なり ま す。

77 上記保証内容は、上記保証内容は、 日本国内においてのみ有効です。日本国内においてのみ有効です。

保証規定保証規定

ユーザサ ポー ト の ご 案内ユーザサ ポー ト の ご 案内

RSBUFiRSBUFiに関するご質問、ご相談は、ユーザサポート 課ま でお問い合わせ下さ い。に関するご質問、ご相談は、ユーザサポート 課ま でお問い合わせ下さ い。

データ リ ンク 株式会社　 ユーザサポート 課データ リ ンク 株式会社　 ユーザサポート 課

TEL04TEL04--29242924--38413841㈹　㈹　 FAX04FAX04--29242924--37913791　　 E-m a ilE-m a il：： sup p ort@ d a ta -l ink . c o . jpsup p ort@ d a ta -l ink . c o . jp

受付時間　 月曜～金曜受付時間　 月曜～金曜 ( (祝祭日は除く祝祭日は除く ))

AM9:00AM9:00～～PM12:00PM12:00　　  PM1:00 PM1:00～～PM5:00PM5:00


